
働く環境 就業形態 コミュニケーション

COVID19対策 ウェルビーイング ビジネス

子育てと仕事の両立が出来ています
自分に最適なフレキシブルな働き方に満足！
家で集中して業務を進めることができました

従業員の働き方を「テレワーク勤務を基本」としました
7割以上の従業員が在宅勤務を継続中

在宅勤務、オンライン会議でも業務に支障はないです

チャット等のツールが有益でした
距離が離れているから価値観の共有・振り返りが大切
毎朝のミーティングで数分の雑談時間を設けています

感染リスクを低減できて安心して働けました
リモートワークを実施したことで
BCP対応力が強化されました

Afterコロナを見据えたタスクフォースを
立ち上げました

家族との時間が増えた、趣味の時間が増えた
自身の時間を2倍程度確保でき、日常生活が充実！

ワークライフマネジメントに繋がりました

電子印化が進み、決裁等の申請が迅速になりました
間接費の削減（交通費、出張旅費、交際費等）

ノウハウのマニュアル化やナレッジ共有が進みました

主催：総務省／厚生労働省／経済産業省／国土交通省／内閣官房／内閣府
共催：東京都／一般社団法人日本経済団体連合会／日本商工会議所／東京商工会議所／一般社団法人日本テレワーク協会teleworkdays.go.jp

検索 テレワークの６つの効果は、テレワーク・デイズ 2020にご登録いただいた企業・団体様の実施報告書の結果から作成しています。
テレワーク・デイズ 2021
実施期間： 2021年7月19日（月）～9月5日（日）

働き方の
新しいスタイル

在宅勤務、モバイル勤務、サテライトオフィス勤務など、テレワークは仕事やくらしを、よりよくする手段です。
テレワーク・デイズは、国民一人ひとりのライフステージに応じた生活スタイルの実現を目指しています。
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ご登録を お願いいたします。

テレワークに関する全般的な相談窓口、助成金関係、ICT・セキュリティ関係、
就業規則・労務管理など、テレワーク関連情報を地域毎にご紹介します。

テレワーク導入お役立ち情報

「実践団体」「特別協力団体」「応援団体」にご登録いただいた団体を紹介します。
ご登録状況は 1週間毎に更新します。

参加団体一覧

全国で先進的な取組を行っている団体の事例を紹介します。
（テレワーク・デイズ 2020のページで紹介しています）
※テレワーク・デイズ2017～2020の取組もご覧いただけます。

取組事例紹介

の

キャンペーンWEBサイト

　テレワーク・デイズは全国的なテレワークの定着を目的として、2017年より、総務省、
厚生労働省、経済産業省、国土交通省などの関係府省や東京都、関係機関が連携し
て夏季にテレワークの集中的な実施を呼び掛けるキャンペーンです。
　テレワーク・デイズにご登録いただくことで、テレワークに積極的に取り組む姿勢を
広くアピールすることができます。
　テレワーク・デイズ2021をきっかけに、働き方について考えてみませんか？

ご登録は以下の３類型からお選びいただけます。

実施期間中に、参加人数、実
施日数等を問わず、テレワーク
を実施する団体です。

※初参加の場合など、1 日だけ、少人数の参加
でもOKです。
※実施報告は不要です。

テレワークの実施に際し、効果
測定（交通混雑緩和、業務効
率化等）のアンケートに協力可
能な団体です。

※テレワーク・デイズ 2021 の期間終了後に実
施報告書をご提出いただきます。

テレワークに係る実施ノウハウ、
ワークスペース、ソフトウェア等
を提供する団体、およびワーケー
ションを支援する団体です。

※実施団体または特別協力団体と併せて登録す
ることが可能です。

実施団体 特別協力団体 応援団体

テレワーク・デイズの
 HPをご活用ください。

検索

teleworkdays.go.jp


